
『
日
韓
談
話
室
』
―
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
―
御
案
内 

 

謹
啓 

梅
の
香
の
季
節
冬
は
あ
っ
と
云
う
間
に
過
ぎ
早
く
も
桜
華
の
香
ま
つ
頃
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

皆
々
様
に
は
ご
機
嫌
良
く
お
過
ご
し
の
御
事
と
拝
察
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
月
六
日
七
日 

に
は
日
韓
談
話
室
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
て
こ
ら
れ
た
世
話
人
寺
田
佳
子
様
の
盛
大
な
ご
葬
儀
が

滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
そ
の
後
初
め
て
の
集
会
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
は
ソ
ウ
ル
滞
在
の
崔
先
生
か
ら
の
ご
来
日
の
折
り
の
急
ぎ
の
ご
連
絡
と
な
り
ま
す
。 

ご
連
絡
が
急
と
な
り
ま
し
た
が
、
万
障
お
繰
合
せ
の
上
是
非
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
今
年
二
〇
一
六
年
一
一
月
十
二
日
（
土
）
は
第
一
回
日
韓
談
話
室
談
話
室
が
行
わ
れ
て 

「
二
〇
年
目
」
を
迎
え
ま
す
事
を
事
前
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
九
日 

 

『
日
韓
談
話
室
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
世
話
人 

堀
渉 

代
表
世
話
人 

橋
本
明 

世
話
人 
山
下
靖
典 

世
話
人 

森
松
義
喬 

事
務
局 

渡
井
幹
子 

記 

日
時  

二
〇
一
六
年
三
月
三
日 

(

木) 

十
七
時
よ
り
（
受
付
十
六
時
半
よ
り
） 

場
所  

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

電
話 

〇
三
―
三
四
五
五
―
五
五
五
一 

会
費  

六
千
円
（
当
日
の
お
取
り
消
し
は
御
容
赦
下
さ
い
） 

二
月
八
日 

日
韓
談
話
室
の
事
務
局
の
開
設
を
オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
渡
井
幹
子
・
森
松
義
喬
と 

協
力
し
あ
い
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
点
は
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

御
出
欠
は
お
電
話
に
て 

三
月
二
日(

木)

迄
に
御
知
ら
せ
下
さ
る
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

『
日
韓
談
話
室
』
事
務
局
連
絡
先 

森
松
ま
で     

森
松
携
帯 

〇
九
〇
―
三
一
〇
四
―
二
五
六
五 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

〇
三―

三
二
六
九―

四
三
八
七 


